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読まれる、またれるニュースづくりへ

愛
知
自
治
体
一
般
春
日
井
市
学
校
給
食
会
分
会
は
、
２
月

１４
日
に
３７
名
で
組
合
を
結
成
し
ま
し
た
。
４
月
に
は
新
規
採

用
職
員
を
迎
え
て
現
在
４６
名
に
。
年
齢
的
に
も
若
い
組
合
が

こ
の
半
年
で
切
実
な
要
求
を
実
現
。「
労
働
組
合
を
本
当
に

つ
く
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
語
る
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

執
行
委
員
会
は

手
作
り
の
給
食
か
ら

学
校
給
食
会
分
会
の
執
行
委

員
会
は
、
分
会
長
手
づ
く
り
の

夕
食
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
組

合
財
政
が
乏
し
い
た
め
、
材
料

費
分
だ
け
で
１０
人
分
が
用
意
さ

れ
、
執
行
委
員
の
空
腹
を
満
た

し
て
会
議
開
始
と
な
り
ま
す
。

執
行
委
員
会
は
、毎
月
第
１
・

第
３
月
曜
に
定
例
で
開
催
。
全

員
の
出
席
で
開
か
れ
、
報
告
事

項
、
協
議
事
項
、
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
６
月

か
ら
月
１
回
定
期
発
行
の
「
給

食
会
新
聞
」
の
原
稿
分
担
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
最
近
の
執
行

委
員
会
で
は
、
就
業
規
則
等
に

つ
い
て
、
逐
条
的
に
読
み
込
む

こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
２
月
に

分
会
を
結
成

昨
年
１１
月
、
学
校
給
食
会
局

長
通
知
で
、
勤
務
時
間
を
現
行

８
時
３０
分
か
ら
８
時
に
変
更
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
春

日
井
市
職
労
は
、
早
速
と
り
く

み
を
強
め
、
勤
務
時
間
等
の
変

更
に
つ
い
て
は
「
組
合
と
の
合

意
の
上
実
施
し
て
い
く
」
と
確

認
を
交
わ
し
ま
し
た
が
、
給
食

会
職
員
に
は
勤
務
時
間
の
変
更

が
強
要
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
春
日
井
市
職
労
の
は
た

ら
き
か
け
で
、
２
月
に
「
学
校

給
食
会
分
会
」
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
（「
あ
い
ち
の
仲
間
」
２

月
２５
日
号
参
照
）。

勤
労
時
間
の
変
更
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

労
働
組
合
結
成
前
に
「
準
備

会
」
の
名
で
要
求
書
を
提
出
し

「
準
備
会
の
結
成
を
理
解
し
、

不
当
労
働
行
為
を
一
切
行
わ
な

い
こ
と
」
と
「
労
働
条
件
の
変

更
に
つ
い
て
、
準
備
会
と
の
交

渉
で
合
意
を
得
て
実
施
す
る
こ

と
」
を
求
め
ま
し
た
。
は
じ
め

て
の
団
体
交
渉
で
「
労
働
条
件

の
変
更
に
つ
い
て
は
組
合
と
の

交
渉
に
よ
り
実
施
す
る
」
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
半
年
で

多
く
の
要
求
前
進

分
会
結
成
直
後
の
団
体
交
渉

で
、
４
月
１
日
か
ら
の
勤
務
時

間
変
更
見
送
り
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。３
月
に
は
、

組
合
活
動
に
つ
い
て
要
求
書
を

提
出
し
、
職
務
専
念
義
務
の
免

除
と
、
新
規
採
用
職
員
研
修
時

の
組
合
説
明
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
５
月
１
日

の
メ
ー
デ
ー
に
は
、
２
名
が
職

免
で
参
加
し
、
分
会
長
が
壇
上

で
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

５
月
に
は
、
１０
項
目

の
要
求
書
を
提
出
し
、

５
月
３０
日
、
３５
名
が
参

加
し
て
団
体
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

献
立
委
員
会
へ
各
処
理

場
か
ら
２
名
づ
つ
参
加

す
る
こ
と
や
、
組
合
費

の
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
を
実

施
す
る
な
ど
の
回
答
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
最
大

の
要
求
で
あ
る
賃
金
是

正
に
つ
い
て
は
「
市
職
員
と
給

食
会
職
員
の
差
に
合
理
性
は
な

い
、
是
正
す
る
幅
に
つ
い
て
は

議
論
は
あ
る
が
、
検
討
し
て
い

く
課
題
と
認
識
し
て
い
る
」
と

の
考
え
が
示
さ
れ
、
市
職
員
の

賃
金
改
訂
時
に
合
わ
せ
、
交
渉

を
重
ね
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

７
月
に
は
い
っ
て
、
３
月
の

学
校
給
食
会
理
事
会
の
文
書
が

回
覧
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

就
業
規
則
の
一
部
「
改
正
」
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

と
く
に
問
題
と
な
っ
た
の

は
、
条
文
廃
止
に
と
も
な
っ
て

「
特
別
休
暇
は
春
日
井
市
職
員

の
例
に
準
じ
る
」
規
程
が
な
く

な
っ
た
こ
と
と
、
有
給
休
暇
は

「
理
事
長
の
承
認
を
得
る
（
�

労
基
法
違
反
）」
と
変
え
ら
れ

た
こ
と
で
す
。
組
合
が
指
摘
し

た
問
題
点
に
、
教
育
部
長
は
、

こ
と
の
重
大
性
を
認
め
「
改
め

て
理
事
会
を
開
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
頭
を
か
か
え
る
始

末
で
す
。
交
渉
は
こ
れ
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。
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執行委員会では各職場からの意見も必ず報告されます

岩
倉
市
当
局
は
、
地
域
手
当

に
つ
い
て
、
平
成
１８
年
度
に
組

合
と
合
意
し
条
例
改
正
し
た

「
本
則
１０
％
、
附
則
で
１９
・
２０

年
度
に
限
り
８
％
」を「
本

則
３
％
、
２０
年
度
６
％
」

に
し
た
い
と
い
う
提
案
を

組
合
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
組
合
の
岡
委
員

長
に
聞
き
ま
し
た
。

平
成
１７
年
の
交
渉
で

は
、「
当
面
１０
％
と
す
る
。

た
だ
し
、
近
隣
市
の
状
況

が
変
化
し
た
と
き
は
改
め

て
協
議
す
る
」
と
い
う
内

容
で
合
意
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
平
成
１８
年
度
に
な

る
と
近
隣
の
状
況
を
県
下

の
状
況
に
す
り
替
え
、
そ

れ
も
数
少
な
い
例
を
引
き
合
い

に
し
て
、「
１９
年
度
か
ら
８
％

に
し
た
い
」
と
提
案
し
て
き
ま

し
た
。
組
合
は
、
合
意
に
反
す

る
提
案
に
憤
慨
し
な
が
ら
も
、

市
の
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案

し
、
不
本
意
な
が
ら
「
そ
の
年

度
に
限
り
８
％
」
で
や
む
な
く

合
意
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
の
提
案
で
す
。

当
局
の
対
応
は
、
苦
渋
の
決
断

を
し
て
合
意
を
し
て
き
た
組
合

を
軽
視
し
た
行
動
で
あ
り
怒
り

す
ら
覚
え
る
も
の
で
す
。
し
か

も
今
回
の
提
案
に
つ
い
て
当
局

は
、
地
域
手
当
を
国
の
率
を
超

え
て
支
給
す
る
と
、
特
別
交
付

税
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
と
い
う
制

裁
措
置
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ど
の
程
度
交
付
税
が

カ
ッ
ト
さ
れ
た
か
明
確
な
資
料

も
示
さ
ず
に
削
減
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
事
で
私
た

ち
の
給
与
を
削
減
す
る
こ
と
は

到
底
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
組
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
交

渉
も
ふ
ま
え
、
今
回
の
提
案
に

つ
い
て
は
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
こ

と
さ
え
で
き
な
い
も
の
と
判
断

し
て
い
ま
す
。
１０
月
は
じ
め
に

交
渉
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

当
局
の
態
度
に
よ
っ
て
は
交
渉

に
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。「
き
び
し
い
交
渉
が
続
く

と
思
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
主

張
す
る
と
こ
ろ
は
し
て
い
き
、

あ
き
ら
め
ず
最
後
ま
で
た
た
か

い
抜
く
」
と
岡
委
員
長
は
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
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昨年の大衆団交

今日の夕食はおろしそばです岩
倉
市
職
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清
須
市
の
保
育
園
で
働
く
臨

時
保
育
士
に
対
し
て
当
局
は
、

「
有
給
休
暇
を
取
得
し
た
場

合
、
実
際
の
勤
務
時
間
数
よ
り

も
少
な
い
勤
務
時
間
数
で
賃
金

を
計
算
す
る
」
と
の
見
直
し
を

一
方
的
に
明
ら
か
に
し
て
き
ま

し
た
。
臨
時
保
育
士
の
勤
務
時

間
は
１
日
８
時
間
と
し
な
が

ら
、
勤
務
時
間
６
時
間
プ
ラ
ス

時
間
外
勤
務
２
時
間
で
雇
用
契

約
を
し
、
有
給
休
暇
を
取
得
し

た
場
合
、
時
間
外
勤
務
の
２
時

間
分
を
カ
ッ
ト
し
て
、
６
時
間

分
で
賃
金
計
算
を
行
な
う
と
す

る
も
の
で
し
た
。

清
須
市
で
は
、
臨
時
の
保
育

士
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
正

規
職
員
と
同
じ
よ
う
に
担
任
を

任
さ
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

「
今
ま
で
通
常
の
勤
務
時
間
数

だ
と
言
わ
れ
て
働
い
て
い
た
の

に
、
有
給
休
暇
を
取
得
し
て
賃

金
カ
ッ
ト
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
カ
ッ
ト
さ
れ
る
時
間
分
は

働
く
必
要
が
な
い
の
で
は
」
な

ど
、
不
満
も
含
め
た
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

組
合
と
の
交
渉
で
当
局
は
、

「
合
併
時
に
規
程
を
整
理
し
た

の
で
、
臨
時
職
員
が
有
給
休
暇

を
取
得
し
た
場
合
は
、
時
間
外

勤
務
を
カ
ッ
ト
し
た
時
間
数
で

計
算
す
る
必
要
が
あ
る
」
の
一

点
張
り
で
し
た
。
組
合
は
、「
恒

常
的
に
時
間
外
勤
務
を
さ
せ
て

お
き
な
が
ら
、
有
給
休
暇
を
取

得
し
た
と
き
は
、
時
間
外
を

カ
ッ
ト
し
て
賃
金
計
算
す
る
な

ん
て
、
と
う
て
い
納
得
で
き
な

い
。
担
任
を
持
っ
て
い
る
臨
時

保
育
士
が
、
時
間
だ
か
ら
と
６

時
間
で
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
」
と
追
求
。

そ
の
後
、
当
局
か
ら「
臨
時

職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て

は
、
規
定
ど
お
り
と
し
な
が
ら

も
、
時
間
外
勤
務
を
常
態
と
し

て
い
る
臨
時
職
員
の
休
暇
に
つ

い
て
は
、
時
間
外
勤
務
分
を
加

え
て
付
与
す
る
も
の
と
す
る
」

と
の
回
答
を
引
き
出
し
ま
し

た
。し
か
も
、時
間
給
に
つ
い
て

も
、
来
年
度
に
改
定
を
す
る
と

の
回
答
も
引
き
出
し
ま
し
た
。

「
憲
法
を
生
か
し
、地
域
に

平
和
・
人
権
・
自
治
の
風
を
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
４９
回
自
治

体
学
校
が
神
奈
川
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約
８

５
０
人
が
参
加
し
、
愛
知
か

ら
は
４２
人
の
参
加

で
、
住
民
が
主
体
と

な
る
新
し
い
自
治
体

の
あ
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
加
茂
利
男

氏
（
立
命
館
大
学
公
共
政
策

学
院
教
授
）の「
歴
史
の
歯
車

が
回
り
始
め
た
�
�
地
域
か

ら
創
る『
国
の
か
た
ち
』」と

題
し
て
記
念
講
演
。
つ
づ
い

て
熊
谷
泰
昌
氏（
夕
張
労
連

事
務
局
長
）よ
り「
名
誉
あ
る

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
め
ざ
し
て

�
夕
張
財
政
破
た
ん
か
ら
再

生
に
む
け
た
住
民
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
」と
題
し
、財
政

赤
字
解
消
だ
け
を
最
優
先
し

て
、
住
民
に
過
酷
な
生
活
を

強
い
る
北
海
道
夕
張
市
の
状

況
に
つ
い
て
特
別
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。ま
た
、平
岡
和
久

氏（
立
命
館
大
学
）が「
地
方

財
政
の
焦
点
」に
つ
い
て
、

尾
林
芳
匡
弁
護
士
が

「
自
治
体
の
変
容
と

公
務
労
働
者
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
特

別
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
２

日
目
は
医
療
、福
祉
、保
育
、

市
場
化
、財
政
、憲
法
、地
方

議
会
に
関
す
る
７
つ
の
分
科

会
・
中
規
模
教
室
で
、住
民
の

生
活
と
地
方
自
治
を
守
る
運

動
に
つ
い
て
交
流
し
ま
し
た
。

年年休休取取得得時時のの賃賃金金カカッットトははねね返返すす
臨臨職職ののここええ実実現現 清須市職労

自
治
体体
学学
校校
in

全体会の様子

９
月
１２
日
、
豊
川
市
職
労
と

東
三
地
区
協
議
会
は
、
来
年
１

月
の
豊
川
市
と
御
津
町
・
音
羽

町
と
の
合
併
を
視
野
に
、
３
回

目
の
早
朝
ビ
ラ
配
布
を
行
い
、

９
月
２６
日
、
１０
月
３
日
の
「
新

と
よ
か
わ
・
何
で
も
し
ゃ
べ
り

場
」（
懇
談
会
）
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
合
併
に
対

す
る
不
安
や
「
新
た
な
職
場
で

が
ん
ば
ろ
う
」
と
声
を
か
け
る

労
働
組
合
へ
の
信
頼
の
高
ま
り

も
あ
り
、
反
応
は
非
常
に
良
好

で
す
。
交
流
会
も
企
画
し
、
両

町
職
員
の
１
０
０
％
組
合
加
入

め
ざ
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

かかななががわわ
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

東
三
河
地
区
協
な
ど
が
御
津
・
音
羽
へ
宣
伝

県
本
部
共
済
健
保

議
員
団
・
要
請
書
提
出

共
済
・
健
保
議
員
団
は
、

８
月
１３
日
〜
１５
日
に
９
市
、

豊
橋
、
一
宮
、
岡
崎
の
健
康

保
険
組
合
と
都
市
職
員
共
済

組
合
に
「
制
度
の
維
持
・
改

善
」「
組
合
員
や
関
係
自
治

体
の
意
見
を
反
映
」
な
ど
求

め
て
「
組
織
の
あ
り
方
に
対

す
る
要
請
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。

尾
北
地
区
協

賃
金
学
習
会

９
月
６
日
、
尾
北
地
区
協

の
呼
び
か
け
で
、
自
治
労
連

未
加
盟
の
江
南
市
職
や
大
口

町
含
め
、
５
市
１
町
か
ら
６０

名
が
参
加
し
、
賃
金
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
県
本
部

か
ら
「
０７
人
勧
の
特
徴
と
成

果
主
義
賃
金
の
問
題
点
」、

「
生
計
費
原
則
を
踏
ま
え
た

賃
金
闘
争
の
前
進
」
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

朝ビラ配布の様子

宮
田
用
水（
８
月
２４
日
）

執
行
委
員
長

杉
村

央
行

副
執
行
委
員
長

後
藤

篤
志

書

記

長

富
田

眞
司

清
須
市
職
労（
９
月
５
日
）

執
行
委
員
長

岩
田

広
美

副
執
行
委
員
長

加
藤

智
子

〃

鬼
頭
智
恵
子

書

記

長

磯
崎
佳
世
子

書

記

次

長

原
田
志
津
子

西
尾
幡
豆
広
域
圏
労
組

（
９
月
８
日
）

執
行
委
員
長

齋
藤

寿

副
執
行
委
員
長

牧

隆
司

〃

杉
浦

孝
広

書

記

長

中
村

博
典

書

記

次

長

石
川

忍

〃

高
山

浩
二

犬
山
市
職
労（
９
月
１２
日
）

執
行
委
員
長

森
川

圭
二

副
執
行
委
員
長

林

達
也

〃

一
柳

佳
誉

〃

江
口

正
英

〃

小
島

千
枝

書

記

長

吉
田

高
弘

書

記

次

長

石
黒

貴
之

半
田
市
職（
９
月
１４
日
）

執
行
委
員
長

杉
本

由
司

副
執
行
委
員
長

村
田

尚
己

書

記

長

熊
谷

弘

瀬
戸
市
職
労（
９
月
１８
日
）

執
行
委
員
長

下
山

泰
彦

副
執
行
委
員
長

加
藤

徹

〃

近
藤

隆
儀

〃

梅
野

泉

書

記

長

遠
藤

勇

書

記

次

長

上
四
元
直
樹

シンポジウム
「格差社会の克服のために
パネリスト
鎌田 靖（ＮＨＫ解説委員）
堀 浩介（労働弁護団事務局長）
と き １０月１４日� 午後３：３０～
ところ マナハウス６Ｆ、名古屋市中区

南京事件７０周年講演会

テーマ 「世界から見た南京事件」

日 時 １０月１３日�午後１：３０～３：３０
会 場 生協生活文化会館・４階ホール

主 催 日中友好協会愛知県連合会

９
４
８
号
の
答
え
は
「
ナ
マ

ビ
ー
ル
」
で
し
た
。
全
員
が
正

解
で
し
た
。
次
の
方
に
図
書
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。

村
田
昌
彦（
豊
橋
市
職
労
）小
川
あ
き
子（
学
事

労
）柴
田
佳
也（
蒲
郡
市
職
）松
田
直
子（
長
久

手
町
職
労
）竹
安
誠（
岩
倉
市
職
）青
山
良
子

（
春
日
井
市
職
労
）盛
田
幹
夫（
名
水
労
）横
井

悦
子（
犬
山
市
職
労
）伊
藤
美
知
子（
名
古
屋
市

職
労
）今
枝
て
る
子（
名
古
屋
市
職
労
）

訂訂
正正
とと
おお
詫詫
びび

０７
年
秋
季
年
末
討
議
資
料

「
学
習
は
力
」の
奥
付「
自
治
労

連
愛
知
県
本
部
」が
欠
落
し
て

い
ま
し
た
。ま
た
９
月
１０
日
付

け
第
９
５
０
号
の
単
組
役
員

紹
介
、「
蒲
郡
市
職
・
書
記
次
長
」

は「
小
田
隆
久
�
山
本
和
正
」に

「
春
日
井
市
職
労
・
書
記
次
長
」

の「
後
藤
真
美
�
後
藤
真
実
」に

「
港
職
労
・
副
執
行
委
員
長
」の

「
脇
坂
宗
明
�
脇
坂
宗
勝
」に
訂

正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１０
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

クク
イイ
ズズ
のの当当

選選
者者

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


